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５５４ トルバプタン（「腹膜灌流」施行患者）の算定について 
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○ 取扱い 

 

「腹膜灌流」施行患者におけるトルバプタン(サムスカＯＤ錠等)の算定に

ついて、心不全などの適応疾患がある場合は、原則として認められる。 

なお、「人工腎臓」施行患者については、症状詳記等により尿量又は腎機能

が確認できる場合は個別に判断することとする。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

トルバプタン(サムスカＯＤ錠等)の添付文書の効能・効果は、ループ利尿薬

等の他の利尿薬で効果不十分な心不全等における体液貯留である。 

透析患者は、全ての腎機能が廃絶状態にあるものではなく、残腎機能があり

尿量もある場合が多い。このような場合には、当該医薬品にループ利尿薬など

の他の利尿薬を加えることは、心不全に対して効果的であり、致死的転帰の回

避は可能である。特に腹膜透析の場合の有効性は、学会でも多く報告されてお

り妥当と考える。 

以上のことから、「腹膜灌流」施行患者における当該医薬品の算定について、

心不全などの適応疾患がある場合は、原則として認められると判断した。 

なお、「人工腎臓」施行患者の場合については、脱水になることはほとんど

なく、心不全改善により、むしろ腎血流が増加することがあるため、尿量又は

腎機能等により医学的に判断することとする。 
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